
2011
9/1

No.585
編集・発行/愛川町総務部総務課
〒243-0392
神奈川県愛甲郡愛川町角田251-1
☎ 046-285-2111（代）
FAX 046-286-5021
HP 愛川町 検索

もくじ   
● 特集　町長と話し合うつどい/女性を対象とした公共施設見学会・懇談会. .  2
● 町政情報館　町議会議員選挙 . .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  5
● インフォメーション. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .   10
● みんなのサポセン　愛川婚活支援センター. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 14
● 図書カードが当たるお楽しみクイズ. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 14
● 愛川トピックス. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 15

青
い
空
、
白
い
雲
、
黄
金
色
の
稲
穂
。

繰
り
返
さ
れ
る
毎
年
の
景
色
も

か
け
が
え
の
な
い
幸
福
と
気
づ
く
、
今
年
の
実
り
。

箕輪耕地
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協
働
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　
「
協
働
」と
は
、
一
住
民
や
自
治
会
・
町
内
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、 Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
・
企
業
、
市
町
村
や

県
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
公
共
の
利
益
の
増
進
を

図
る
た
め
、
共
通

の
目
的
に
向
か
っ

て
役
割
や
責
任
を

分
担
し
、
対
等
な

立
場
で
連
携
・
協

力
し
て
地
域
の
課

題
を
解
決
し
、
相

乗
効
果
を
上
げ
て

い
く
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　町民皆さんと町長が、直接まちづくりについて話し合う「町長と話し合うつどい」を６月19日・22日・29日・7月6
日に開催し、延べ280人の皆さんから、79件のご意見やご要望をいただきました。
　また、7月1日には「女性を対象とした公共施設見学会および町長との懇談会」を開催し、宮ケ瀬ダム見学の後、
59人の参加者との懇談会を行いました。

町長と話し合うつどい／女性を
対象とした公共施設見学会・懇談会

東
日
本
大
震
災

　
町
が
派
遣
し
た
緊
急
消
防
援
助
隊
に
参
加
し
た
消

防
士
に
よ
る
活
動
報
告
を
行
い
、
救
助
活
動
の
様
子

と
併
せ
て
避
難
所
の
様
子
も
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
災
害
時
に
は

住
民
同
士
、
住
民

と
行
政
の
協
働
が

大
変
重
要
に
な
り

ま
す
。
地
域
と
行

政
に
よ
る
協
働
の

大
切
さ
を
伝
え
る
、

被
災
地
の
町
内
会

長
さ
ん
の
言
葉
も

紹
介
し
ま
し
た
。

（
仮
称
）
愛
川
町
環
境
美
化
条
例

　
町
に
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
「
飼
い
犬
の
ふ
ん
の

放
置
」「
空
き
家
か
ら
の
枝
の
は
み
出
し
」「
調
理
く
ず

の
放
置
」
な
ど
、
既
存
の
法
律
で
は
対
応
が
難
し
い
迷

惑
行
為
に
対
応
す

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
策
定
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
の
行

動
の
積
み
重
ね

が
、
よ
り
良
い
住

環
境
の
創
造
に
つ

な
が
り
ま
す
。

愛
川
町
に
お
け
る
協
働
の
取
り
組
み

　
「
町
民
ア
イ
デ
ィ
ア
ま
ち
づ
く
り
事
業
」「
町
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
」「
町
民
活
動
応
援
事
業
」

な
ど
の
事
例
を
通
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的

な
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
協
働
に
よ
り
、

き
め
細
か
く
柔

軟
な
対
応
、
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
、
有

効
な
取
り
組
み

が
可
能
と
な
り

ま
す
。

◆テーマ：愛川の協働
　本年度からスタートした第５次愛川町総合計画では、「ともに創り、ともに拓

ひら

く協働のまちづくり」を掲げています。
　今回の町長と話し合うつどいでは、東日本大震災の救助活動や、策定作業中の（仮称）愛川町環境美化条例を通じて、協働
とは何か、なぜ協働が求められるのか、具体例などを紹介するパワーポイントを上映しました。

半原宮沢の里整備事業の様子

特集

町 長 と 話 し 合 う つ ど い
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●
「
元
気
あ
っ
ぷ
健
康
体
操
教
室
」
の
対
象
者

は
75
歳
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
75
歳
以
上

で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
該
教
室
は
指
導
者
な
ど
の
意
見
を
伺
っ

た
中
で
対
象
年
齢
を
75
歳
未
満
の
方
と
し
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
年
齢
制
限
を
設
け
て
い

な
い
「
あ
い
か
わ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
康
体
操

講
座
」
や
「
町
民
健
康
講
座
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

●
ご
み
出
し
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
徹
底
に
つ

い
て
、
行
政
区
の
対
応
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
の
で
町
で
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

　
従
来
か
ら
、
ご
み
収
集
所
の
管
理
は
住
民
皆

さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
窓
口
で

ご
み
出
し
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
お
り
、
外
国
籍
住
民
の
方
に
も
、

母
国
語
に
翻
訳
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
マ

ナ
ー
の
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ご
み
出
し
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
が
順
守
さ
れ
な

い
地
域
・
収
集
所
は
、
環
境
課
が
指
導
し
ま
す

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
集
合
住
宅
の
自
治
会
加
入
率
が
低
い
の
で
、

大
家
さ
ん
や
不
動
産
屋
さ
ん
に
加
入
促
進
へ

の
協
力
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
転
入
手
続
き
の
際
に
自
治
会
加

入
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
不

動
産
業
者
や
宅
地
開
発
業
者
に
も
、
住
宅
の

あ
っ
せ
ん
や
建
築
確
認
申
請
、
開
発
指
導
の

際
に
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
大
家
さ
ん
を
把
握
で
き
な
い
住
宅

は
、
区
長
さ
ん
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
加
入

促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
各
行
政
区
が
加
入
促
進
活
動

を
行
う
際
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
チ
ラ
シ
や

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
各
区
に
配
布
し
て
い

ま
す
が
、
加
入
促
進
の
方
策
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
区
長
会
な
ど
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
町
民
へ
の
雇
用
面
な

ど
で
ど
の
よ
う
な
優
遇
策
を
お
考
え
で
す
か
。

　

本
年
度
「
企
業
誘
致
等
に
関
す
る
条
例
」

を
改
正
し
ま
し
た
。
町
民
の
方
の
雇
用
を
促

進
す
る
た
め
、
大
企
業
の
場
合
10
人
目
か
ら

（
一
般
企
業
は
４
人
目
か
ら
）、
５
人
を
限
度

と
し
て
１
人
当
た
り
20
万
円
の
雇
用
奨
励
金

を
交
付
し
ま
す
。
内
陸
工
業
団
地
協
同
組
合

や
関
係
機
関
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
の
で
、

町
民
の
方
の
雇
用
拡
大
に
つ
な
が
る
本
制
度

の
活
用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　

●
角
田
区
内
に
、
獣
害
駆
除
電
気
柵
と
沢
底

の
間
か
ら
猿
が
出
入
り
し
、
農
作
物
の
被
害

の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
場
所
が
あ
り

ま
す
。
可
動
式
の
柵
の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

　
電
気
柵
は
沢
を
横
断
し
て
設
置
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ご
要
望
の
部
分
は
沢
の

横
断
部
分
の
隙
間
を
有
刺
鉄
線
で
補
強
し
、

猿
の
侵
入
防
止
策
を
講
じ
ま
し
た
。

●
（
仮
称
）
環
境
美
化
条
例
に
つ
い
て
、
事

業
者
の
責
務
に
臭
気
対
策
を
盛
り
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
臭
気
対
策
は
す
で
に
上
位
法
で
あ
る
「
悪

臭
防
止
法
」
お
よ
び
「
神
奈
川
県
生
活
環
境

の
保
全
に
関
す
る
条
例
」
で
事
業
者
の
責
務

が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
規
制
基
準
に
不
適
合

の
場
合
は
行
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

●
梅
沢
坂
カ
ー
ブ
信
号
か
ら
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
前
を
通
っ
て
高
峰
小
学
校
前
の
南
側

に
抜
け
る
道
路
は
、
大
型
車
両
が
通
行
し
大

変
危
険
で
す
。
警
察
署
に
取
り
締
ま
り
を
要

望
し
て
く
だ
さ
い
。

　
梅
沢
坂
カ
ー
ブ
の
信
号
お
よ
び
高
峰
小
学

校
南
側
道
路
出
口
付
近
に
あ
る
大
型
車
両
規

制
標
識
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

規
制
標
識
箇
所
付
近
に
啓
発
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。
厚
木
警
察
署
に
も
交
通
監
視
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

●
住
宅
付
近
で
も
夜
間
大
変
暗
い
場
所
が
あ
り

ま
す
の
で
、防
犯
灯
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
防
犯
灯
の
設
置
は
設
置
基
準
に
従
い
運
用

し
て
お
り
、
家
屋
数
や
生
活
道
路
の
利
用
頻

度
な
ど
に
よ
り
、
町
内
全
域
で
の
優
先
順
位

を
定
め
順
次
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
県
道
の
道
路
照
明
は
節
電
の
た
め
消
灯
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
町
道

で
は
防
犯
上
の
観
点
か
ら
点
灯
し
て
い
ま
す
。

県
に
も
、
１
カ
所
置
き
で
も
よ
い
の
で
点
灯

す
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

●
旧
県
警
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
の
町
有
地
部
分

は
児
童
遊
園
地
の
整
備
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、

整
備
時
期
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
昨
年
、
事
業
概
要
を
地
元
区
の
役
員
さ
ん

や
関
係
者
の
方
に
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
整
備
は
、
町
有
地
部
分
約
１
，

６
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
造
成
工
事
を

行
い
整
地
す
る
も
の
で
、
工
期
は
９
月
か
ら

来
年
３
月
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
遊
具
の
設
置
の
要
望
を
説
明
会
で
お
聴
き

し
て
い
ま
す
の
で
、
整
地
後
に
研
究
し
ま
す
。

山田登美夫町長

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
や
要
望
と
、

そ
れ
に
対
す
る
町
の
回
答
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。
町
の
回
答
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
会

場
で
町
長
が
答
え
た
内
容
に
、
そ
の
後
の
町

の
対
応
を
補
足
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

質
疑
応
答
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町
長
と
の
懇
談
会
：
質
疑
応
答

●
節
電
の
た
め
、
ご
み
の
減
量
化
を
呼
び
掛
け

る
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
ご
み
を
出
す

と
き
の
一
番
の
注
意
点
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
と
し
の
夏
場
の
電
力
事
情
は
大
変
厳
し

く
、
多
く
の
電
力
を
使
用
す
る
美
化
プ
ラ
ン

ト
な
ど
は
、
ピ
ー
ク
時
の
使
用
電
力
量
の

15
％
削
減
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ご
み

の
収
集
時
間
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
焼

却
時
間
を
変
更
す
る
な
ど
、
使
用
電
力
削
減

に
向
け
た
努
力
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
も
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
か
ら
ご
み
を
出
す
と
き
に
は
、
生
ご
み

の
水
分
を
よ
く
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
水
を
よ
く

切
る
こ
と
で
使
用
電
力
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

●
今
日
は
、
普
段
見
ら
れ
な
い
宮
ケ
瀬
ダ
ム
の

内
部
を
見
学
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
よ
う
な
大
地
震
が
あ
っ
た
場
合
の

宮
ケ
瀬
ダ
ム
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
皆
さ

ん
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ダ
ム

管
理
事
務
所
の
職
員
の
説
明
を
お
聞
き
に

な
っ
て
、
耐
震
性
な
ど
も
ご
理
解
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。

●
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
広
域

避
難
所
ま
で
安
全
に
避
難
で
き
る
の
か
不
安

で
す
。

　
ま
ず
一
番
近
く
の
避
難
場
所
に
避
難
す
る

こ
と
が
重
要
で
、
こ
れ
に
は
地
域
で
の
訓
練

が
大
切
で
す
。
各
区
で
実
施
す
る
自
主
防
災

訓
練
で
は
、
そ
の
地
区
の
実
情
に
合
っ
た
訓

練
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
年
に
１
回
開
催
す
る
町
総
合
防
災
訓
練

に
も
、
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
費
補
助
制
度
に
つ

い
て
、
家
庭
菜
園
を
し
て
い
る
方
に
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
す
れ
ば
効
果
的
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
、
各
区
を
巡
回
し
、「
ぼ
か
し
肥
」
を

使
っ
た
生
ご
み
堆
肥
化
の
方
法
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
た
も
の
は
家
庭
菜
園

な
ど
に
役
立
ち
ま
す
の
で
、
下
箕
輪
に
あ
る

市
民
農
園
70
区
画
の
利
用
者
な
ど
に
Ｐ
Ｒ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
分
別
す
る
と
焼
却
ご

み
の
量
が
減
る
と
思
い
ま
す
の
で
、「
燃
え
る

ご
み
」
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
け
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
厚
木
市
・
清
川
村
と
共

同
で
ご
み
処
理
を
行
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に

今
の
分
別
方
法
を
変
更
す
る
予
定
で
す
の
で
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
現
在
の
分
け
方
か
ら
「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」「
廃
食
用
油
」「
剪せ

ん
て
い定
枝
」
を
新
設

す
る
予
定
で
す
。
平
成
24
年
度
の
当
初
か
ら

地
域
別
説
明
会
を
実
施
し
、
年
度
後
半
か
ら

試
行
的
に
新
分
類
で
の
分
別
収
集
を
始
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※�

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク･･･

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
容
器
包
装
類

　
今
回
の
つ
ど
い
と
懇
談
会
の
内
容
を

記
録
し
た
報
告
書
は
、
役
場
１
階
町
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
や
半
原
出
張
所
、
中
津

出
張
所
、
文
化
会
館
、
ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
、

レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
各
種
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
総
務
課

広
報
広
聴
班
☎（
内
線
）３
２
２
１

協
働
に
つ
い
て
は
、
行
政
推
進
課
協
働

推
進
班
☎（
内
線
）３
２
４
４

（
仮
称
）環
境
美
化
条
例
に
つ
い
て
は
、

環
境
課
環
境
対
策
班
☎（
内
線
）

３
５
１
２

女
性
を
対
象
と
し
た

公
共
施
設
見
学
会
・
懇
談
会

公
共
施
設
見
学
会

　
宮
ケ
瀬
ダ
ム
の
堤
体
内
や
操
作
室
、
監
査

廊
な
ど
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
所

を
見
学
し
ま
し
た
。

町長と話し合うつどい／女性を対象とした公共施設見学会・懇談会特集
●
県
道
54
号
相
模
原
愛
川
線
歩
道
整
備
事
業

の
た
め
理
容
室
が
移
転
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
の
予
定
を
伺
い
ま
す
。

　
現
在
、
厚
木
土
木
事
務
所
で
は
歩
道
整
備

の
測
量
と
設
計
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
関

場
坂
へ
の
取
り
付
け
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
田
代
区
の
役
員
さ
ん
と
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



2011.September�

　
任
期
満
了
に
伴
う
愛
川
町
議
会
議
員
選

挙
は
、
10
月
４
日
（
火
）
に
告
示
さ
れ
、　

10
月
９
日
（
日
）
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
投
票
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
町
内
12
カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
即

日
開
票
さ
れ
ま
す
。

　
愛
川
町
の
将
来
を
託
す
代
表
者
を
選
ぶ

大
切
な
選
挙
で
す
。「
投
票
は
政
治
参
加
の

第
一
歩
」、
貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎（
内
線
）３
２
２
５

  

投
票
で
き
る
方

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、
平

成
３
年
10
月
10
日
以
前
に
生
ま
れ
、
平
成

23
年
７
月
３
日
以
前
に
本
町
に
住
民
登
録

を
し
、
投
票
日
当
日
ま
で
引
き
続
き
居
住

し
て
い
る
方
で
す
。（
表
の
と
お
り
）

  

投
票
所

　
投
票
所
は
12
カ
所
で
、
住
ん
で
い
る
地

域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
投
票
で
き
る

場
所
は
、
投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

  

投
票
所
入
場
整
理
券

　
選
挙
の
投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
10
月

４
日
ご
ろ
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
こ
の
入

場
整
理
券
は
４
名
連
記
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、各
自
切
り
離
し
て
自
分
の
券
を
持
っ

て
指
定
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。 愛

川
町
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
は
10
月
９
日(

日)

　
万
一
、
投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
い
て

い
な
い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
投

票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
。

  

期
日
前
投
票

  

投
票
日
の
当
日
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
投

票
日
前
で
も
役
場
本
庁
で
「
期
日
前
投
票
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
◆
10
月
５
日
（
水
）
～
８
日
（
土
）

時
間
◆
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま

で
（
昼
休
み
で
も
投
票
で
き
ま
す
）

場
所
◆
役
場
２
階
大
会
議
室

持
ち
物
◆
投
票
所
入
場
整
理
券

  

不
在
者
投
票

　
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
指
定

さ
れ
た
病
院
に
入
院
中
の
方
は
入
院
先
の

病
院
で
、
愛
川
町
以
外
の
市
区
町
村
に
滞

在
中
の
方
は
滞
在
先
の
市
区
町
村
選
挙
管

理
委
員
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
不
在
者
投
票
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
や

滞
在
先
の
市
区
町
村
な
ど
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

  

郵
便
等
投
票

　
体
が
不
自
由
で
、
投
票
所
に
行
け
な
い

方
は
、
自
宅
な
ど
で
郵
便
に
よ
る
投
票
が

で
き
ま
す
。
こ
の
方
法
で
投
票
で
き
る
の

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
い
ず
れ
か
を
お

持
ち
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
の
み

で
す
。

【
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
】

・�

両
下
肢
ま
た
は
体
幹
、
移
動
機
能
の
障

害
の
程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級
の
方

・�

心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ
う
、直
腸
、

小
腸
の
障
害
の
程
度
が
１
級
ま
た
は
３

級
の
方

・�

免
疫
、
肝
臓
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か

ら
３
級
の
方

【
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
】

・�

両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
害
の
程
度
が

特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
の
方

・�

心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ
う
、直
腸
、

小
腸
、
肝
臓
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項

症
か
ら
第
３
項
症
の
方

【
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
】

・�

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態

区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
方

郵
便
に
よ
る
投
票
の
方
法
◆
あ
ら
か
じ
め

選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
、
投
票
日

４
日
前
の
10
月
５
日
（
水
）
ま
で
に
、
郵

便
等
投
票
証
明
書
を
添
え
て
、
投
票
用
紙

の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

  

選
挙
公
報
の
配
布

　
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
な
ど
を

記
載
し
た
選
挙
公
報
は
、
10
月
６
日
（
木
）

の
新
聞
（
朝
刊
）
に
折
り
込
み
で
お
届
け

し
ま
す
。

　
折
り
込
み
を
行
う
新
聞
は
、
朝
日
・
毎

日
・
読
売
・
産
経
・
日
本
経
済
・
神
奈
川
・

東
京
新
聞
の
７
紙
で
、
こ
れ
ら
の
新
聞
を

購
読
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
公
報
は
、役
場
本
庁
、半
原
出
張
所
、

中
津
出
張
所
、ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
、レ
デ
ィ
ー

ス
プ
ラ
ザ
な
ど
の
公
共
施
設
に
も
備
え
置

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

区　分 届け出などの時期 投票の場所

住所を変えず、投票日まで町内に住んでいる方 現住所地の投票所で投票で
きます。

最近住所を変えた方
町内で住所移転をした方

平成23年9月16日までに
転居届を出した方

現住所地の投票所で投票で
きます。

平成23年9月17日以降に
転居届を出した方

転居前の住所地の投票所で
投票できます。

町外から転入した方 平成23年7月3日までに転
入届を出した方

現住所地の投票所で投票で
きます。

次の方は投票できません
平成23年7月4日以降に転入届を出した方

平成23年10月8日までに町外に転出した方

■投票できる方　いずれの場合も、平成3年10月10日以前に生まれた方が対象です。

◆情     ◆報     ◆館     町政◆
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◆情     ◆報     ◆館     町政◆
３
人
以
上
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
の
方
へ

家
賃
を
一
部
助
成
し
ま
す

　
３
人
以
上
の
お
子
さ
ん
（
第
３
子
以
降

の
出
生
が
平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
）
を

養
育
し
て
い
る
世
帯
を
対
象
に
、
第
３
子

以
降
の
お
子
さ
ん
の
小
学
校
入
学
ま
で
、

家
賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
◆
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
世
帯

・
第
１
子
が
18
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

・�

第
３
子
以
降
の
出
生
後
も
町
内
に
居
住

し
て
い
る
こ
と
。

・�

父
母
ま
た
は
同
一
世
帯
者
が
賃
貸
契
約

者
で
あ
る
こ
と
。

・�

毎
月
の
家
賃
を
滞
る
こ
と
な
く
支
払
っ

て
い
る
こ
と
。

・�

平
成
22
年
分
所
得
が
、
世
帯
全
員
で
月

額
26
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

・�

生
活
保
護
法
に
よ
る
住
宅
扶
助
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
。

・�

外
国
籍
の
方
は
、
外
国
人
登
録
証
明
書

に
よ
り
永
住
資
格
が
確
認
で
き
る
こ
と
。

※�

た
だ
し
、
公
営
住
宅
や
特
定
優
良
賃
貸

住
宅
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
お
住
ま

い
の
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
金
額
◆
月
額
家
賃
の
３
分
の
１
（
上

限
２
万
円
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

申
請
方
法
◆
次
の
書
類
を
お
持
ち
の
上
、

子
育
て
支
援
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

交
付
申
請
書
（
子
育
て
支
援
課
に
あ
り

ま
す
）

・
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し

・�
４
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で
の
家
賃
領
収

書
の
写
し

・�
こ
と
し
の
１
月
１
日
現
在
、
町
外
に
住

民
登
録
が
あ
っ
た
方
は
、
平
成
23
年
度

（
平
成
22
年
分
）
所
得
証
明
書

・�

外
国
籍
の
方
は
、
外
国
人
登
録
証
明
書

申
請
期
限
◆
９
月
30
日
（
金
）

問
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
班
☎
（
内
線
）

３
３
６
６

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
私
設
保
育
施
設
に
入
所
し
て

い
る
児
童
の
保
護
者
に
助
成
金
を
交
付
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
方
◆
町
内
在
住
で
、
次
の
私

設
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
の
保

護
者

・
く
れ
よ
ん
保
育
園

私
設
保
育
施
設
入
所
児
童
の
保
護
者
に

助
成
金
を
交
付
し
ま
す

　
図
書
館
で
は
、
来
館
が
困
難
な
障
害
の

あ
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
希
望
す
る
図
書

館
資
料
を
自
宅
ま
で
宅
配
・
回
収
す
る
宅

配
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
前
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

利
用
資
格
◆
町
内
在
住
で
、
来
館
が
困
難

な
障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
教
育
委
員
会
が

宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
め

た
方

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

こ
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
無
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
図
書
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
図
書
館
☎
２
８
５
︱

６
９
６
３

図
書
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

・
保
育
所
ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
愛
川
園

※�

町
外
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額
◆
児
童
１
人
に
つ
き
、
月
額
２
，

５
０
０
円

申
請
方
法
◆
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
上
、

子
育
て
支
援
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
交
付
申
請
書

②
在
園
証
明
書

③�

町
保
育
所
条
例
第
３
条
に
規
定
す
る
保

育
の
実
施
基
準
を
満
た
す
児
童
の
保
護

者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
も
の
（
就
労

証
明
書
、
母
子
手
帳
な
ど
）

④
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

※�

①
～
③
の
用
紙
は
子
育
て
支
援
課
お
よ

び
各
私
設
保
育
施
設
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

※�

③
は
入
所
児
童
が
３
歳
未
満
の
場
合
の

み
、
父
母
共
に
必
要
で
す
。

申
請
期
限
◆
９
月
15
日
（
木
）

問
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
班
☎
（
内
線
）

３
３
６
４・３
３
６
６
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長
引
く
不
況
、
あ
ふ
れ
る
情
報
な
ど
、

め
ま
ぐ
る
し
い
毎
日
が
続
く
現
代
社
会
に

お
い
て
、
自
分
で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に

疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
方
も
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
特
に
、
心
の
疲
れ
は
身
体
の
症
状
と
し

て
表
れ
た
り
、
行
動
に
表
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
自
殺
の
要
因
の
一

つ
に
も
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
自
殺
に
傾
い
た
人
は
、
死
へ
と
追
い
つ

め
ら
れ
る
ま
で
の
つ
ら
い
思
い
と
、
な
ん

と
か
し
て
生
き
る
希
望
と
す
べ
を
見
い
だ

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
間
で
揺
れ
動
き

な
が
ら
、
周
囲
の
人
に
救
い
を
求
め
て
Ｓ

Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
殺
に
傾
い

た
人
を
孤
独
に
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
温

か
く
見
守
る
こ
と
が
、
自
殺
者
や
自
殺
し

よ
う
と
す
る
人
を
減
ら
す
上
で
有
効
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
心
の
悩
み
を
持
っ
た
人
を
孤

立
さ
せ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
９

月
10
日
の
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
の
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
」

の
開
催
、
こ
こ
ろ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な

ど
、
各
種
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
、

か
け
が
え
の
な
い
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

  

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、

  

ま
ず
は
相
談
を

　
心
の
疲
れ
を
感
じ
る
方
や
、
心
の
悩
み

を
お
持
ち
の
方
は
、
一
人
で
考
え
込
む
の

で
は
な
く
、
ま
ず
は
相
談
機
関
に
相
談
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
他
の
人
か
ら

相
談
を
受
け
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
場
合
な
ど
も
、
相
談
機
関
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
（
平
日

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

・�
厚
木
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
予
防
課

　
☎
２
２
４
︱

１
１
１
１

・�

町
福
祉
支
援
課
☎
２
８
５
︱

６
９
２
８

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
（
平
日
の
午
後
５
時

30
分
～
午
後
９
時
）

　
神
奈
川
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
４
５
︱

８
２
１
︱

６
０
６
０

～
９
月
10
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
～

「
い
の
ち
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　　最近2週間、私は･･･ いつも ほとんど
いつも

半分以上の
期間を

半分以下の
期間を ほんのたまに まったくない

明るく、楽しい気分で
過ごした。 5点 4点 3点 2点 1点 0点

落ち着いた、リラックス
した気分で過ごした。 5点 4点 3点 2点 1点 0点

意欲的で、活動的に
過ごした。 5点 4点 3点 2点 1点 0点

ぐっすりと眠れ、
気持ちよく目覚めた。 5点 4点 3点 2点 1点 0点

日常生活の中に、興味の
あることがたくさんあった。 5点 4点 3点 2点 1点 0点

  

心
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

　
次
の
五
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
最
近
２
週
間
の
あ

な
た
の
状
態
に
最
も
近
い
も
の
に
印
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

※WHO-5　精神的健康状態表（1998年版）から

〈判定〉
・合計点が13点以上　➡　特に心配ありません。
・「合計点が13点未満」または「0点または1点の回答の個数が1個以上」
　　　➡　少し心配な状態です。専門家や相談機関に相談しましょう。

〈あなたの結果は？〉
合計点　　　　点
0点または1点の回答の個数　　　　個
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神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社
（
神
奈
中
）

の
高
齢
者
バ
ス
割
引
乗
車
券
「
か
な
ち
ゃ

ん
手
形
」
購
入
費
の
一
部
助
成
対
象
者
に

対
し
て
、
神
奈
中
が
役
場
分
館
で
出
張
販

売
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
有
効
期
限
が
平
成
24
年
９
月

30
日
ま
で
の
1
年
券
を
販
売
し
ま
す
。
販

売
日
に
は
、
同
会
場
で
助
成
券
の
申
請
・

交
付
も
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

出
張
販
売
日
時
◆
９
月
27
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所
◆
役
場
分
館
１
階
会
議
室

持
ち
物
◆

・
認
め
印

・
自
己
負
担
金
２
千
円

・
顔
写
真(

２・５
㎝
四
方)

１
枚

・�

年
齢
の
分
か
る
身
分
証(

健
康
保
険
証
な

ど)

・�

同
日
よ
り
前
に
助
成
券
の
交
付
を
受
け

た
方
は
、
助
成
券

注
意
事
項
◆

・�

助
成
対
象
者
ご
本
人
が
、
必
ず
出
張
販

売
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・�
助
成
券
の
申
請
・
交
付
は
、
役
場
本
庁

の
み
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

問
健
康
長
寿
課
長
寿
い
き
が
い
班
☎(

内

線)
３
３
３
８・３
３
４
０

一
部
助
成
対
象
者
限
定

「
か
な
ち
ゃ
ん
手
形
」の
出
張
販
売
の
お
知
ら
せ

　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

　
設
置
期
限
（
６
月
１
日
）
を
過
ぎ
て
い

ま
す
の
で
、
未
設
置
の
方
は
早
急
に
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。
消
防
法
で
義
務
付
け
ら

れ
た
設
置
場
所
な
ど
は
、
お
住
ま
い
の
状

況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明

な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
◆
町
民
税
が
非
課
税
で
、
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の

世
帯

対
象
の
機
器
◆
電
池
寿
命
が
約
10
年
、
音

量
が
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
自
動
試
験
機
能

を
有
す
る
光
電
式
の
煙
感
知
器

助
成
額
◆

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
費
用
の

助
成
を
継
続
し
て
い
ま
す【

６
月
１
日
ま
で
に
設
置
し
た
場
合
】
１
個

当
た
り
の
設
置
費
用
の
10
分
の
９
（
上
限

額
９
，
０
０
０
円
）

【
６
月
２
日
以
降
に
設
置
し
た
場
合
】
１
個

当
た
り
の
設
置
費
用
の
10
分
の
９
（
上
限

額
４
，
５
０
０
円
）

助
成
個
数
◆
次
の
内
容
に
よ
り
、
合
計
３

個
ま
で
助
成
し
ま
す
。

・
寝
室
に
１
個

・�

２
階
に
寝
室
が
あ
る
住
宅
は
、
寝
室
の

ほ
か
階
段
に
１
個
（
３
階
以
上
に
寝
室

が
あ
る
住
宅
は
、
寝
室
の
ほ
か
階
段
に

２
個
）

注
意
事
項
◆
賃
貸
住
宅
に
設
置
す
る
場
合
、

設
置
前
に
家
主
の
許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
長
寿
課
長
寿
い
き
が
い
班
☎
（
内

線
）
３
３
４
０

　
虚
弱
な
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に
、

急
病
・
緊
急
時
に
消
防
署
や
町
内
介
護
保

険
施
設
、
通
報
協
力
者
に
通
報
が
で
き
る

よ
う
G
P
S
機
能
付
き
携
帯
電
話
を
貸
与

し
、
日
常
生
活
で
の
不
安
の
解
消
、
安
全

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
貸
与
前
に
ご
自
宅
に
伺
い
、
G
P
S
機

能
付
き
携
帯
電
話
を
利
用
す
る
方
の
状
況
、

電
波
状
況
や
携
帯
電
話
の
端
末
操
作
が
可

能
で
あ
る
か
な
ど
の
確
認
を
し
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
ま
ず
健
康
長
寿
課
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

対
象
者
◆
町
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

①�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
で
、

日
常
生
活
自
立
度
の
ラ
ン
ク
Ｊ
ま
た
は

ラ
ン
ク
Ａ
の
方
（
何
ら
か
の
障
害
な
ど

は
あ
る
が
、
屋
内
で
の
日
常
生
活
が
お

お
む
ね
自
立
し
て
い
る
方
）

②�

虚
弱
な
ど
の
た
め
、
日
常
生
活
に
注
意

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム（
G
P
S
機
能
付
き
携
帯
電
話
）を

貸
与
し
て
い
ま
す

を
要
す
る
状
況
に
あ
る
高
齢
者
夫
婦
世

帯
お
よ
び
寝
た
き
り
高
齢
者
世
帯
で
、

①
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

自
己
負
担
金
◆
通
話
料
が
月
額
６
０
０
円

を
超
え
た
場
合
の
超
過
額

手
続
き
に
必
要
な
物
◆
認
め
印

問
健
康
長
寿
課
長
寿
い
き
が
い
班
☎（
内

線
）３
３
４
０

　
こ
と
し
も
神
奈
川
県
や
市
町
村
、
民
間

事
業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
集
中
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

が
ん
ば
ろ
う
！
日
本　

元
気
な
か
な
が
わ
再
発
見
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

10
月
１
日
～
12
月
25
日

　
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
名
産
品
、
見
ど
こ

ろ
な
ど
の
情
報
が
満
載
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

特
典
が
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
付
き
冊
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暴
力
団
は
、
そ
の
組
織
勢
力
の
維
持
拡

大
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ

り
社
会
経
済
活
動
に
根
を
広
げ
、
住
民
の

安
全
な
生
活
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
基
本

理
念
を
定
め
、
町
の
責
務
や
町
民
皆
さ
ん

愛
川
町
暴
力
団
排
除
条
例（
案
）へ

ご
意
見
を（
パ
ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト
手
続
）

の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
神
奈
川
県
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
暴
力
団
排
除
施
策
を
総

合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
愛

川
町
暴
力
団
排
除
条
例
」
の
制
定
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
条
例
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

条
例
案
の
閲
覧
お
よ
び
意
見
募
集
の
期
間

◆
９
月
９
日（
金
）～
30
日（
金
）

条
例
案
の
閲
覧
場
所
◆
役
場
１
階
町
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
、半
原
出
張
所
、中
津
出
張
所
、

文
化
会
館
、
ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
、
レ
デ
ィ
ー

ス
プ
ラ
ザ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法
◆
閲
覧
場
所
に
備
え
て

あ
る
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

総
務
課
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
閲

覧
施
設
に
あ
る
専
用
投
函
箱
へ
の
投
函
・

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
総
務
班
☎（
内
線
）３
２
１
６

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

soum
u@

tow
n.aikaw

a.kanagaw
a.jp

　
長
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄
与
さ

れ
た
高
齢
者
に
敬
愛
の
意
を
表
し
、
そ
の

長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
敬
老
祝
金
を

支
給
し
ま
す
。
支
給
時
期
は
９
月
中
旬
で
、

申
請
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
◆
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

が
対
象
で
す
。

・�

９
月
15
日
現
在
、
80
歳
、
88
歳
、
90
歳
、

95
歳
、
99
歳
お
よ
び
１
０
１
歳
以
上
の
方

※�

１
０
０
歳
の
方
に
は
、
１
０
０
歳
の
誕
生

日
に
町
長
が
訪
問
し
、
お
祝
い
の
品
を
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。

・�

９
月
15
日
現
在
、
町
内
に
６
カ
月
以
上

長
寿
を
祝
い

敬
老
祝
金
を
お
贈
り
し
ま
す居

住
し
て
い
る
方 

・�

本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
方
ま
た
は
本
町
の
外
国
人
登
録
原

票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

支
給
方
法
◆
対
象
者
の
自
宅
を
町
長
ま
た

は
担
当
地
区
の
民
生
委
員
が
訪
問
し
、
お

渡
し
し
ま
す
。

・�

80
歳
、
88
歳
、
90
歳
、
95
歳
の
方
に
は
、

担
当
地
区
の
民
生
委
員
が
訪
問

・�

99
歳
、
１
０
１
歳
以
上
の
方
に
は
、
町

長
が
訪
問

問
健
康
長
寿
課
長
寿
い
き
が
い
班
☎
（
内

線
）
３
３
３
８・３
３
４
０

　
自
ら
の
知
識
や
技
術
、
経
験
な
ど
を
役

立
て
よ
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
習
指

導
で
き
る
方
が
登
録
し
て
い
る
生
涯
学
習

人
材
バ
ン
ク【
あ
い
か
わ
楽
習
応
援
団「
み

ん
な
の
先
生
」】
は
、
町
民
皆
さ
ん
の
学
習

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
依
頼
に
応
じ
講

座
や
教
室
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
幅
広
い
分
野
の
方
が
登
録
し
て
い
る「
み

ん
な
の
先
生
」
を
活
用
し
て
、
あ
な
た
に

合
っ
た
生
涯
学
習
活
動
を
見
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

指
導
内
容
◆
手
芸
・
工
芸
や
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
14
分
野
57
項
目

※�

詳
し
く
は
、
町
内
公
共
施
設
に
備
え
付

け
て
あ
る【
あ
い
か
わ
楽
習
応
援
団「
み

ん
な
の
先
生
」
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
集
】

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

あ
い
か
わ
楽が

く
し
ゅ
う習
応
援
団「
み
ん
な
の
先
生
」

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

依
頼
方
法
◆ 

①
テ
ー
マ
を
選
ぶ

　
※
指
導
対
象
者
・
希
望
人
数
・
曜
日
・

　
　
時
間
帯
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

↓②
生
涯
学
習
課
へ
連
絡

↓③
先
生
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ

↓④
講
座
の
実
施

費
用
◆
１
回
当
た
り
２
千
円
（
先
生
へ
の

交
通
費
な
ど
）

※�

施
設
使
用
料
、
教
材
費
な
ど
は
別
途
依

頼
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班
☎
（
内
線
）

３
６
４
３

子
「
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
」
を
、

10
月
か
ら
商
工
観
光
課
や
郷
土
資
料
館
な

ど
で
配
布
し
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
県
内
の
対
象

宿
泊
施
設
に
泊
ま
る
と
参
加
で
き
る
プ
レ

ゼ
ン
ト
企
画
（
抽
選
）
や
、
神
奈
川
の
観

光
を
題
材
と
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
県
内
各
地
を
訪
れ
、
神

奈
川
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
10
月
23
日
（
日
）
の
愛
川
町
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
な
ど
で
も
、
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン

ブ
ッ
ク
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
観
光
振
興
班
☎
（
内
線
）

３
５
２
３
、
㈳
神
奈
川
県
観
光
協
会
☎

０
４
５
︱

６
８
１
︱

０
０
０
７
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い場合は、関連事業所の従業員を含め
て編成することができます。
日 11月6日（日）・13日（日）所 小沢ソフ
トボール場（相模川河川敷）申 9月30日

（金）までに商工観光課にある申込用紙
に必要事項を記入の上、お申し込みく
ださい。
問 商工観光課商工労政班☎（内線）
3523

  工芸工房村陶芸教室

　県立あいかわ公園工芸工房村では、
10月から開催する陶芸教室の生徒を募
集します。
日 10月から3月までの6カ月で、月2回
の全12回人 初心者30人（火曜日コース・
木曜日コース各15人）※応募多数の場
合は抽選費 24,000円（全12回分）申 9
月14日（水）までに工芸工房村へ。
問 県立あいかわ公園工芸工房村☎
281-2438

  休日納税・相談窓口

　町県民税・固定資産税・軽自動車税・
国民健康保険税・介護保険料・後期高齢
者医療保険料が納められ、納税相談も
できます。
日 9月24日（土）・25日（日）午前8時30分
～午後5時　所 役場1階税務課

 募　集
 勤労祭ソフトボール大会参加チーム
　町内事業所に勤務されている方を対
象に、オフィシャルルールによる5回戦
を行い、2日間のトーナメント方式によ
り順位を競い合います。
　参加資格は、町内事業所（内陸工業
団地は厚木市側の事業所も含む）など
に勤務する従業員で編成するチームと
し、事業所単独でチームを編成できな

日 ＝日時　所 ＝場所　人 ＝対象・定員　師 ＝講師・指導　 費 ＝費用　物 ＝持ち物　他 ＝その他の事項　申 ＝申し込み　問 ＝問い合わせ　　
※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 が ないものは無料です。

ライトを点灯し、歩行者も反射材を活
用するなど、一人一人が交通安全の大
切さを認識し、交通事故のない明るい
町をつくりましょう。
スローガン◆

「安全は　心と時間の　ゆとりから」
「高齢者　模範を示そう　交通マナー」
運動の重点◆
1  夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗  
　  用中の交通事故防止
2　全ての座席のシートベルトとチャイ
　  ルドシートの正しい着用の徹底
3　飲酒運転の根絶
4　二輪車・自転車の交通事故防止
問 住民課交通防犯班☎（内線）3320

  今月の納税・納付期限

　納期限は、9月30日（金）です。
【国民健康保険税】第4期分
【介護保険料】第4期分
【後期高齢者医療保険料】第3期分

※会場は役場相談室です。
※�法律相談は弁護士が対応します。予約は、相談日の7日前から開始します。
※�司法書士法律相談は、民事に関する紛争で、紛争の目的の価額が140万円を超えないもの
に限ります。

 町民相談  問 住民課住民相談班　☎（内線）3319
法律相談 《完全予約制》 2日（金）・15日（木）　午前10時～午後3時

※10月は7日（金）･20日（木）
司法書士法律相談 14日（水）　午後1時～ 4時

行政書士相談 8日（木）　午後1時～ 4時

多重債務相談 21日（水）　午後1時～ 4時

不動産相談 22日（木）　午後1時～ 4時

交通事故相談 28日（水）　午後1時～ 4時

消費生活相談 1日・5日・8日・12日・15日・22日・26日・29日
午前10時～午後4時

人権・行政こまりごと
相談 9日（金）　午前10時～ 11時30分

※�不登校・いじめ・校外活動・非行・就学相談
など

教育相談
  問 教育開発センター
☎206-1061（直通）

来所相談・電話相談

平日　午前9時～午後4時

出張相談

●レディースプラザ     5日（月）
●ラビンプラザ　       12日（月）
　　いずれも午前10時～午後3時

相　談

ハローワーク就労相談会　　　　　　　　　　  問 商工観光課商工労政班☎（内線）3523
ハローワーク職員による就労相談 8日（木）午前10時～午後3時  役場1階相談コーナー
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日 ＝日時　所 ＝場所　人 ＝対象・定員　師 ＝講師・指導　 費 ＝費用　物 ＝持ち物　他 ＝その他の事項　申 ＝申し込み　問 ＝問い合わせ　　
※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 が ないものは無料です。

ホール
月日 催　し 開演 終演 主　催 入  場

9/11
（日） 瀬川瑛子コンサート 14:00

18:30
15:30
20:00

愛川町・愛川町文化会
館事業協会

☎285-6960
全席指定
2,500 円

9/16
（金） 寿大学① 13:30 15:15 町健康長寿課

☎285-2111
無料

（先着535人）

9/17
（土）

社会福祉協議会法人化
30周年記念講演 13:30 15:00

社会福祉法人
愛川町社会福祉協議会

☎285-2111
無料

（先着535人）

9/22
（木） 寿大学② 13:30 15:00 町健康長寿課

☎285-2111
無料

（先着535人）

9/28
（水） 寿大学③ 13:30 15:00 町健康長寿課

☎285-2111
無料

（先着535人）

文化会館催し案内

�※あいかわ夢カードで、愛川町・愛川町文化会館事業協会主催事業の前売り券が購入できます。
※�計画停電などの状況により、開演時間の変更や催し物を中止する場合がありますので、ご了承

ください。
※問い合わせは直接主催者にお願いします。

※�雨天時は農村環境改善センターで開
催

内容◆甲冑隊のパレード、寸劇、木曽馬
の演舞、和太鼓演奏、陣中鍋、各種模擬
店など

【慰霊祭】
日 所 10月6日（木）午前9時から浅利明
神、午前10時から三増合戦場碑
問 三増合戦まつり実行委員会　高木
☎281-2183

  爆笑演芸バラエティーショー

堺すすむ 青空球児好児 ノブ＆フッキー

　総合司会に川口ひろしを迎え、コント
「サムライ日本」、中国雑技団、ギター漫談
「堺すすむ」、漫才「青空球児好児」による
演芸バラエティーショーを開催します。
　第２部では、ものまねヒットパレード

「ノブ＆フッキー」が登場します。ご家族
そろってお楽しみください。
日 11月6日（日）午後6時開演（開場は
午後5時30分）所 文化会館ホール 費 
1,500円（全席指定）他 前売り券は、9
月17日（土）から、文化会館窓口、町内各
前売り所で販売します。前売り券が売り
切れた場合、当日券はありません。
問 文化会館☎285-6960

 お知らせ

  秋の全国交通安全運動

9月21日（水）～30日（金）
　秋はスポーツや文化のイベントが数
多く開催され、出掛ける機会が多くなり
ます。
　また、これから日没が早くなり、夕暮
れ時から夜間にかけて事故が起こりや
すくなります。自転車・自動車は早めに

 催　し　

 郷土資料館企画展
 「三増合戦と戦国の愛川」

　永禄12年（1569年）に起きた「三増合
戦」は、わが国の歴史上に愛川町の地
名が登場した一大事件でした。
　三増合戦や戦国時代の愛川町域に関
しては、いくつもの謎があります。今回の
展示会で、その謎解きをしてみましょう。
問 郷土資料館☎280-1050

【展示会】
日 9月11日（日）～10月16日（日）※９月
の休館日はＰ12施設ガイドをご覧くだ
さい。このほか、期間中の休館日は10月
3日（月）・11日（火）です。 所 郷土資料館
企画展示室・エントランスホール

【講座】
　展示会に合わせて、講演会「三増合戦
と戦国の愛川」を開催します。
日 9月18日（日）午後1時30分～所 郷土

資料館会議室人 20人師 資料館職員
【史跡見学会】
　来年、三増地区中峠付近にある砦

とりであと

跡
の見学会を予定しています。詳細はあら
ためて広報紙でお知らせします。
開催予定日時◆平成24年1月21日（土）
午前9時～

  第 12 回三増合戦まつり

　響く沓
くつおと

音、嘶
いなな

く軍馬。北条・武田両軍
の騎馬甲

かっちゅう

冑隊がパレードし、戦国絵巻
を今に再現する三増合戦まつりが開催
されます。
　8月28日（日）から9月11日（日）まで、
町内各道路の傍らにはのぼり旗が立ち
並び、祭りの雰囲気を盛り上げます。
　11日には、合戦を再現した寸劇や、山
梨県甲府市から来る木曽馬による演舞
など、さまざまな催しが行われますので、
多くの方のご来場をお待ちしています。

【合戦まつり】
日 9月11日（日）午前１０時～
所 三増合戦場碑周辺
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健康診査を受けて生活習慣病を予防しよう！

保健師から一言

　生活習慣病の予防には、特定健
康診査・後期高齢者健康診査（健診）
を受け、自分の健康状態を知ること
が重要です。
■健診でどんなことがわかるの？
　高血圧症、糖尿病、脂質異常症（高
脂血症）などの生活習慣病の発症に
は、内臓脂肪の蓄積が大きく関与す
ることが分かってきました。健診を
受けると、自分がこの内臓脂肪の蓄
積によって起こる内臓脂肪型肥満に
該当するかどうかや、糖やコレステ
ロールなど血液の状態、血圧の状態
など、外からは分からない体の中の
健康状態が分かります。
■年１回は必ず健診を受けましょう
　生活習慣病は自覚症状が乏しいの
で、健診を受けないと異常を早期に

発見することができません。「健康
だから受ける必要がない」「悪い結
果が出ると怖いので受けたくない」

「仕事が忙しい」などの理由で受けな
い方がいますが、自分で気づかない
まま生活習慣病が進行している場合
もあります。
　生活習慣病が進行すると、脳卒中
や心筋梗塞などの命にかかわる病気
を引き起こすことがありますので、必
ず年１回は健診を受けてください。
定期的に通院している方も、治療と
は別に健診を受けることが大切です。
■健診を受けた後で・・・
　健診を受けただけでは、生活習慣
病を予防することはできません。健
診の結果は、外から見えない体の変
化を教えてくれる大切なサインとなり

ますので、受けただけで満足せず、
必ず結果をよく見て、自分の生活習
慣を振り返ってみましょう。
　毎年、受けている方は、以前の結
果と比較することも重要です。健診
の結果は、自分の健康状態を知る
貴重な財産となりますので、大切に
保管してください。

　愛川町国民健康保険・神奈川県
後期高齢者医療に加入する40歳
以上の町民の方に、受診券を世
帯ごとに7月下旬にお送りしてい
ます。11月30日が実施期限です
ので、早めに受診してください。
※�社会保険加入者は実施方法が

異なりますので、医療保険者に
お問い合わせください。

日 ＝日時　所 ＝場所　人 ＝対象・定員　師 ＝講師・指導　 費 ＝費用　物 ＝持ち物　他 ＝その他の事項　申 ＝申し込み　問 ＝問い合わせ　　
※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 が ないものは無料です。

●うつ病休職者家族セミナー
　うつ病で治療中の休職者を抱える家
族が、うつ病の理解を深め職場復帰の
ための知識や、家庭での療養生活のポ
イントを学びます。
日 9月15日（木）・21日（水）・26日（月）午後
２時～４時人 うつ病の治療を受け休職
している人（20歳～ 55歳）の家族30人
他 事前面接の上、受講の適否を判断し
ます。申 ９月９日（金）までに厚木保健福
祉事務所保健予防課へ。
●肝疾患講演会・相談会
　「肝臓疾患の治療と日常生活の工夫」
をテーマに講演会を実施します。
日 10月8日（土）午後2時～ 5時所 大和
福祉事務所講堂人 肝臓疾患患者およ
びその家族、保健医療関係者、その他
希望者70人（先着順）師 せんぽ東京高
輪病院院長  与

よ し ば

芝真
しんしょう

彰氏 他 医師およ
び保健師などによる相談会（個別）も

行います。予約の必要はありませんの
で、直接会場へお越しください。

 施設ガイド
  スポーツ施設の抽選予約

　スポーツ施設の利用予約は、スポーツ
施設予約システムをご利用ください。
　当選者は10月末日までに本予約を
してください。末日までに本予約をしな
かった場合は、翌日から空き施設として
開放します。愛川町の施設を2回無断
キャンセルすると半年間予約ができな
くなります。
　野球場・ソフトボール場（志田運動場・
小沢ソフトボール場は除く）は、12月1
日から2月末日まで芝生の養生期間の
ため、使用できません。
問 スポーツ・文化振 興 課☎（内 線）

3633
今月の抽選予約 抽選結果

12月利用分 10月2日（日）

  休館日・休園日

第1号公園体育館 毎週火曜日

田代運動公園・三増公園
陸上競技場

毎週火曜日、
21日（水）、
26日（月）

町民活動サポートセンター 毎週水曜日

文化会館・ラビンプラザ 毎週火曜日

レディースプラザ 27日（火）

図書館 毎週火曜日、
１日（木）

郷土資料館
毎週月曜日

（19日は除く）、
20日（火）
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日 ＝日時　所 ＝場所　人 ＝対象・定員　師 ＝講師・指導　 費 ＝費用　物 ＝持ち物　他 ＝その他の事項　申 ＝申し込み　問 ＝問い合わせ　　
※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 が ないものは無料です。

を受ける前に必ず「予防接種と子ども
の健康」を読み、接種の必要性や副反
応について理解しておきましょう。④接
種後、ほかの予防接種を受ける際は27
日以上の間隔を空けてください。

期日 対象者
10月 4日（火） 平成22年7月・8月生まれ
10月 7日（金） 平成22年9月・10月生まれ

10月12日（水） 平成22年11月生まれと
 未接種の子

10月17日（月） 平成22年12月生まれと
 未接種の子

10月20日（木） 平成23年1月・2月生まれ
10月21日（金） 平成23年3月・4月生まれ

10月26日（水） 平成23年5月生まれと
 未接種の子

10月28日（金） 平成23年6月生まれと
 未接種の子

問 子育て支援課母子保健班☎（内線）
3365

  県厚木保健福祉事務所からのお知らせ

　厚木保健福祉事務所および大和保
健福祉事務所を会場に、健康・福祉に関
する相談、検査などを実施しています。

「肝疾患講演会・相談会」を除き事前に
電話で予約してください。
問 申 厚木保健福祉事務所☎224-1111
●専門医による精神保健および認知症
相談
　心の病気の治療や再発予防、認知症
についての相談。アルコール・薬物・シン
ナーなどの依存症の相談も行います。
日 9月5日（月）・9日（金）・21日（水）午後1
時30分～ 4時
●栄養専門相談
病気の方などの食事相談を行います。
日 9月6日（火）・20日（火）午前9時30分
～午後4時
●歯ぐき検診
日 9月27日（火）午後1時30分～2時 人 
40歳未満および妊婦の方
●エイズ無料検査
日 9月8日（木）・15日（木）・29日（木）午後
1時15分～２時45分
※電話相談は随時行っています。

 保健ガイド

  ヘルスあっぷ相談
　保健師・栄養士・看護師による健康相
談、身体測定、体脂肪測定、血圧測定、
尿検査など。
日 9月28日（水）午後1時30分～2時30
分所 保健センター人 町内在住の方申 
予約の必要はありませんので、当日直
接会場へお越しください。
問 健康長寿課健康づくり班☎（内線）
3339・3340

  　　乳幼児の健康診査
　対象者には9月下旬に必要書類を送
付しますので、届かない方はご連絡く
ださい。健診時間・開場時間は通知で
ご確認ください。
所 保健センター
問 子育て支援課母子保健班☎（内線）
3365

対　象 期　日 持ち物

4カ月児
（平成23年
5月生まれ）

10月6日
（木）

母子健康手帳、
問診票

10カ月児
（平成22年
12月生まれ）

10月13日
（木）

母子健康手帳、
問診票

1歳6カ月児
（平成22年
3月生まれ）

10月14日
（金）

母子健康手帳、
問診票、歯ブラ
シ、タオル

3歳6カ月児
（平成20年
3月生まれ）

10月11日
（火）

母子健康手帳、
問診票、歯ブラ
シ、タオル、当
日の朝の尿、視
力・聴力の調査
票（記入済みの
もの）

  　　すくすく親子健康相談

日 9月27日（火）午前9時30分～11時
所 保健センター 人 就学前の子とその
保護者物 母子健康手帳申 予約の必要
はありませんので、当日直接会場へお

越しください。
問 子育て支援課母子保健班☎（内線）
3365

  　　お子さんの歯科保健指導
日 9月22日（木）所 保健センター物 母
子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル
他 育児について心配のある方は、保健
師・栄養士が相談をお受けします。むし
ばいばい教室は、午前10時から正午ご
ろまで。開始時間をすぎての入室はで
きませんので、余裕をもってお越しくだ
さい。2歳児歯科検診では、身長・体重
測定も行っています。対象者には9月上
旬に必要書類を送付しますので、届か
ない方はご連絡ください。
問 子育て支援課母子保健班☎（内線）
3365
歯科保健指導 対　象 受け付け

むしばいばい
（虫歯予防）

教室
 平成22年
 8月生まれ

午前9時
30分～
9時55分

2 歳児
歯科検診

 平成21年
 8月生まれ

午後１時～
１時45分

 平成21年
 2月生まれ

午後１時
45分～
2時30分

  　　ポリオ生ワクチン予防接種
　お子さんの体調が良いときに、接種
を受けましょう。
日 各日午後1時10分～1時45分 所 保
健センター人 生後3カ月～7歳6カ月未
満のお子さん（標準的な接種期間は、生
後3カ月～1歳6カ月未満）。41日以上
の間隔を空けて2回接種 物 母子健康手
帳、予診票 他 予防接種を受けるときの
注意①接種当日、会場で体温を測りま
すので、早めにお越しください。②体調
に不安がある場合は、事前にご相談く
ださい。状況により、接種を見合わせて
いただくことがあります。下痢をしてい
たり薬を服用したりしている場合は接
種を受けることはできません。③接種



2011.September 14

あいかわ町民活動サポートセンター

みんなのサポセンサポセン

　婚活支援センターはことしの４月に発足し、町内在住また
は在勤の方を対象に結婚のサポートを行っている、13人の
相談員からなる団体です。少子化の大きな要因である「晩婚
化・未婚化」に対する取り組みとして、結婚を地域で応援する
とともに、地域の活性化を目的に活動しています。
　相談員らは月に一回定例会を開催し、個々の活動報告や
今後の目標などを話し合います。「誰もが気軽に参加でき、
安心して相手探しができるような丁寧なサポートをしてい
きたいと思います。その人の持っている人柄を含めた相性を
重視し、多くの方にすてきな交際相手を見つけてもらいた
い。」と話すのは婚活支援センター長の末廣さん。今後は会
食懇談会や料理教室などの各種イベントを開催していくそ
うです。
　たくさんの方と自然に向き合い、楽しく会話ができるイベ
ントに参加してみませんか。愛川婚活支援センター相談員が

サポートします。理想のお相手を見つけてください。

あいかわ町民活動サポートセンター

みんなのサポセンサポセン

対象◆町内在住または在勤の方
入会金◆個人2,000円、企業団体5,000円　
※�各種イベントに参加する際は別途実費をいただき

ます。
申 申込用紙に必要事項をご記入の上、入会金を添えて
お申し込みください。申込用紙の配布および提出は社
会福祉協議会または婚活支援センター相談員まで。
問 社会福祉協議会☎（内線）3792
　愛川婚活支援センター
　　センター長　末廣　忠　☎090-5415-4888
　　事務局　上村正和　　　☎090-8032-6002

愛川婚活支援センター

入会方法

　今月号の広報あいかわを読んで、クイズに挑戦し
てください。正解者の中から抽選で3人の方に、図書
カード（1,000円分）をプレゼントします。

　ことしも熱心な意見交換がされた「町長と話
し合うつどい」。参加者数は何人だったでしょう
か。次の中から選んでください。

① 59 人　　② 79 人　　③ 280 人

応募方法◆町内在住の方で、１人１通に限ります。答
え・住所・氏名・年齢・電話番号と、本誌の感想を必ずご
記入の上お送りください。
締め切り日◆9月8日（木）（郵送の場合当日消印有効）
あて先◆　
はがきの場合.........〒243-0392　角田251-1　
                          総務課広報広聴班
ファクスの場合.....286-5021
電子メールの場合.... e-mail@town.aikawa.kanagawa.jp
正解と当選者は10月1日号でお知らせします。

8 月号の答えと当選者（敬称略） ■正解：①撚糸業 　 ■当選者：松本光子・金子芳文・佐藤憲司



友 好都市立科町で
中学生が交流活動

　ことしで17回目を迎える青少年県外交流事業に本町3中学
校の生徒23人が参加し、8月6日から8日までの3日間、長野県
立科町を訪れました。
　立科町の生徒たちと立科町立中学校体育館で対面式を行
い、ゲームなどを楽しみながら交流が始まりました。その後、一
緒に夏の町民まつり「立科えんでこ」に参加したほか、御泉水自
然公園内でのウオークラリーや女神湖周辺での清掃活動など
を行い、立科町の雄大な自然とふれあいながら、互いに交流を
深めました。

愛川トピックス

　「応急手当普及推進の町　愛川」宣言から10年。平成１８年
度からは、各小学校を消防職員が訪問し、6年生を対象に人
工呼吸や心臓マッサージなど応急手当の授業を行っています。
　全国的にも珍しいこの取り組みは、これまで1,875人の児童
が修了しています。ことしも水の事故が多発する夏休みを前に
開催し、受講した児童からは「協力し合うことや命の大切さが
分かりました」などの感想が聞かれました。

宝 くじ助成金で
両向区が太鼓とやぐらを購入

　宝くじ助成事業は、地域コミュニティーの健全な発展と宝く
じの普及・広報を目的に、（財）自治総合センターが実施してい
るものです。
　夏祭りや各種の行事などに幅広く活用することで、地域住民の
コミュニティー活動が一層活発になるものと期待されています。

県 立あいかわ公園
来園者300万人を達成

　平成14年のオープン以来、町内外の多くの方に親しまれてい
る県立あいかわ公園は、7月に来園者が300万人を超えました。
　これを記念して、7月17日に「あいかわ公園来園300万人達
成イベント」が開催され、記念式典のほか、来場者に記念品が
抽選でプレゼントされました。
　前日、テレビ番組で宮ケ瀬ダム周辺が紹介されたこともあっ
て、県外から訪れた方もいるなど、大勢の家族連れでにぎわい
ました。

命 の大切さを学ぶ
６年生に応急手当の授業

記念品をプレゼント
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愛ちゃん号も大にぎわい



8 月1日現在の人口と世帯
（　) 内は前月比

※住民基本台帳登載人口と外国人登録の合計・世帯数

	 人口	 43,016	（36）
	 男	 22,366	 （3）
	 女	 20,650	 （33）
	 世帯	 17,575	（31）

半原糸の里文化祭
9月25日（日）午前10時～午後3時 9月 あいかわカレンダー

1 （木） 議会本会議（1日目）　　消費生活相談　　4カ月児健康診査

2 （金） 議会本会議（2日目）　　法律相談

3 （土）

4 （日） 当番医：愛川北部病院

5 （月） 議会本会議（3日目）　　消費生活相談　　
マタニティセミナー

6 （火）

7 （水）

8 （木） 議会本会議（4日目）　　行政書士相談　　消費生活相談　　
10カ月児健康診査　　ハローワーク就労相談会

9 （金） 1歳６カ月児健康診査

10 （土）

11 （日） 三増合戦まつり　　当番医：和田医院

12 （月） 議会本会議（5日目）　　消費生活相談　　
マタニティセミナー

13 （火） 3歳6カ月児健康診査

14 （水） 司法書士法律相談

15 （木） 法律相談　　消費生活相談

16 （金）

17 （土）

18 （日） 当番医：熊坂外科呼吸器科医院

19 （月） 当番医：さくらクリニック

20 （火） マタニティセミナー

21 （水） 多重債務相談　　もぐもぐ赤ちゃんセミナー

22 （木） 不動産相談　　消費生活相談　　むしばいばい教室　　
2歳児歯科検診

23 （金） 当番医：八木クリニック

24 （土） 休日納税・相談窓口

25 （日） 半原糸の里文化祭　　休日納税・相談窓口
当番医：愛川北部病院

26 （月） 消費生活相談　　マタニティセミナー

27 （火） すくすく親子健康相談

28 （水） 議会本会議（6日目）　　交通事故相談　　
ヘルスあっぷ相談

29 （木） 消費生活相談　

30 （金）

今月の日曜・祝日当番医
診療時間◆午前9時～11時30分、午後2時～ 4時30分

4日 愛川北部病院 ☎284-2121

11日 和田医院 ☎281-3688

18日 熊坂外科呼吸器科医院 ☎285-1139

19日 さくらクリニック ☎284-1002

23日 八木クリニック ☎280-1888

25日 愛川北部病院 ☎284-2121
その他の
休日

厚木市休日夜間急患診
療所（メジカルセンター） ☎297-5199

※�都合により変更する場合がありますので、電話で確
認してからお出掛けください。

2011
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広 報
No.585

広報あいかわは、録音ボランティアグループ「か
えでの会」のご協力により、視覚障害者用に音
声テープ化されています。ご希望の方は、社会
福祉協議会にご連絡ください。☎（内線）3792

　半原糸の里地域の自然・産
業・歴史文化などの情報発信
や、都市と水源地域との交
流促進のため「半原糸の里
文化祭」を開催します。
　機

はた

織り・紙すき・陶芸をは
じめとした、さまざまな体
験教室を楽しむことができ
ます。
　会場内では「みやがせフェスタ2011　夏の陣」も同
時開催され、お子さんに大人気の「海賊戦隊ゴーカイ
ジャー」ショーなどが行われますので、ぜひお越しく
ださい。
所 県立あいかわ公園
問 商工観光課観光振興班☎（内線）3523


